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中国古代の長安や洛陽などの都は 「都城」と称されるが、1960-70年 代に 日本の研究者は改
めて 「宮都」とい う用語を作 り出し、これを以て日本の藤原京 ・平城京 ・長岡京 ・平安京を呼
ぶ。80年 代以降、一部の研究者は、日本の都が一貫 して羅城をめぐらせないので、「都城」と
いう用語をそれ らに使えない と主張 し、専 ら 「宮都」の用語で藤原京 ・平城京 ・長岡京 ・平安
京を呼ばなければならないと強調 している。
ところが、『日本書紀』の記載によれば、天武天皇十二年(683年)十 一月に 「凡そ都城 ・
宮室は一処に非 らず、必ず両参を造 らむ」 とい う詔がある。又 『続 日本紀』桓武天皇延暦三年
(784年)六,月 の条に 「都城を経始し、宮殿 を営作せ しむ」 とい う記事もある。つまり当時の
日本の朝廷の規定により、藤原京 ・平城京 ・長岡京 ・平安京などの都がすべて 「都城」と呼ば
れるのは疑いもない事実である。それゆえ、「宮都」 とい う新しい用語に慣れない私はやはり、
中国の長安 ・洛陽などの都城 と同様に、 日本の藤源 京 ・平城京 ・長岡京 ・平安京をそのまま
「都城」と呼ぶことにする。
1980年 代以来、私は 「古代 日本の都城制度の源流について」、「古代 日本都城の宮内に存在
した大極殿竜尾道を論ずる」、「古代中日関係史における洛陽の重要性を論ずる」、「唐時代の長
安大明宮の麟徳殿が日本の平城京 と平安京の宮殿設計に与えた影響について」などの論文を書






よび洛陽城を模倣 して形作 られたものであり、北魏王朝(386～534年)の 都洛陽への模倣で
はないと主張 している。
北魏の孝文帝が洛陽を都にし始めたのは490年 代のことであった。530年 代に、洛陽では激
しい戦乱が起って、宮殿 ・寺院 ・市場 ・民家などをことごとく焼き、都はすっか り荒廃 してし
まっていた。戦火に呑まれ、跡形もなく廃墟 と化した北魏の洛陽は、百数十年以後の690年 代
以降の 日本の都城の模倣対象にはな り得ないことは、云 うまでもないと思 う。
5世 紀か ら6世 紀にかけて、 日本は中国の北魏王朝 との往来がなく、使節を北魏の都へ派遣
したことは一度もない。6世 紀初期、北魏の宣武帝は都の洛陽城を拡張 し、城郭の南正門であ




へ 日本の使節団の派遣があったと考える。 しか し、ここでの 「扶桑」の二文字は広く東方を指
しているのであって、 日本だけに限っているわけでは決 してない。「扶桑」は太陽が登 りは じ
める起点の位置に存在すると考えられていたので、ついには東方を表わす代名詞にもなったの
であって、四夷館の中の東夷館を 「扶桑館」と呼んだのも、こうした観念の所産に他ならない。
東夷館を 「扶桑館」と名付けたのは結局、西夷館が 厂崎磁館」と呼ばれていることと同 じ理屈
によっている。 とい うのも、『楚辞』や 『山海経』な どの書籍に書いてある崎磁山は日が入る
山と認められるからである。
『魏書』東夷伝によれば、北魏王朝と交際のあった東夷の諸国として、高句麗 ・百済 ・勿吉 ・
失韋 ・豆莫婁 ・地豆于 ・庫莫奚 ・契丹 ・烏洛侯などがあげられているが、倭国は含まれていな
い。全百二十巻余、計数十万字にわたる北魏一代の正史 『魏書』には 厂倭」の字は、一字も見
当らない。こうしてみると、日本 と中国の北魏の間には全くの没交渉であったと云うほかはな
い。 このように北魏の洛陽城は、どうして 日本の都城の模倣対象にな り得るのだろうか。
開皇元年(581年)隋 の文帝は、新たな王朝を創始 した。その翌年に、文帝は前漢時代以来




大興に勝るとも劣 らないものであった。当初 厂東京」 と呼ばれていたが、まもなく 「東都」 と
改称 された。つまり隋王朝は大興と洛陽のニカ所の都を営んでいたが、これはいわゆる 「複都

























て念を入れた調査 と研究を行った。言 うまでもなく、 日本の都城の建築様式は唐王朝の長安城
お よび洛陽城を模倣 したものである。
唐長安城の宮城は 厂太極宮」、その正殿 が 「太極殿」 と呼ばれていた。これは当時における
日本の都の宮城内に置かれた正殿 としての 「大極殿」の名称の由来である。660年 代、唐の皇
帝が太極宮から新 しい大明宮に移 り住んだため、大明宮が太極宮に取って代わって長安の政治
の中核となった。大明宮の正殿は 「含元殿」 と称 され、その特徴 として、高い基壇の両側 に
「竜尾道」 と呼ばれる階段が設けられていた。 日本の平城京および平安京の宮城内の正殿であ
る大極殿 も高い 厂竜尾壇」あるいは 「竜尾道」とい う基壇の上に建てられていた。これは疑い
なく唐の長安の大明宮含元殿の形をまねて造ったことになる。 しかし、 日本の宮城の正殿は
「含元殿」ではなく、ずっと 「大極殿」と呼ばれていた。要するに、「大極殿」とい う名称の採













な表現もあるが、正殿を 「大極殿」 と称 した
という記載には、それなりの信憑性があると
思われる。





の名称 も長安の同 じ場所名か ら来ている。天
























ができる。近年の発掘調査によって、唐洛陽城の東側城壁は長 さ7321メ ー トル、北側の城壁







比率はいっそ う洛陽城に近 くなっていた。 平安京の70余 の坊の中で、北端の 「北辺坊」を除
く他の68の 坊の平面の形はいずれ も正方形 となってお り、洛陽の大多数の坊と同じである。
平安京では、宮城の南側にある隣接 した四つの坊が一つの名前を共用し、宮城の東西両側に
ある坊は、六つが一つの名前を共用 していた。全体で17あ る坊名の うち、北端の 厂北辺坊」
「桃花坊」と右京南端の 「延嘉坊」「開建坊」を除けば、他の 「銅駝」 「教業」 「宣風」「淳風」
「安衆」「陶化」「豊財」「毓財」の八つの坊名はすべて洛陽か ら来ており、「永昌」 厂崇仁」「永













中国では、早 く漢の時代か ら、洛陽 と長安にはそれぞれ 「東京」 と 「西京」の名称があり、唐
の時代までその名称が受け継がれたため、平安京の左京は 厂洛陽」、右京は 「長安」とも呼ば
れた。 しかし、右京は地理的に低湿で、経済状況 も低迷 していたのに対 し、左京では貴族 ・大
臣らの邸宅や天皇の 「里内裏」などが集中し、大変繁栄ぶ りを見せていたため、「長安」 とい
う名称は徐々に人々の記憶か ら薄れ、「洛陽」が次第に平安京全体を言い表わすようになった。
醍醐天皇延喜二十年(920年)、 有名な詩人である大江朝綱は朱雀大路の西側にあった鴻臚館
で帰国する渤海の大使裴謬を見送って、 「曉鼓声中出洛陽」 という漢詩を作った。これは遅 く
とも920年 代以前に、「洛陽」が既に平安京全体の代名詞になったとい うことを物語っている。
鳥羽天皇永久四年(1116年)に 勅撰 した 『朝野群載』 とい う漢詩文集の中には、中国の 『晋
書』文苑伝に出てくる 「洛陽紙貴」の故事を引用 して、著作が人々に好まれ筆写されたことを
喩えたくだ りがある。しかし、ここでいわれている 「洛陽」は、実際には 日本の平安京を指す
言葉であった。このように、「洛陽」にちなんで、平安京は 「京洛」「洛都」、あるいは 「洛中」
とも呼ばれた。
12世紀末、 日本が中世の鎌倉時代(1192-1333年)に 入ると、 「平安京」 という名称はほぼ
使われなくなった。ただ天皇の宮室がまだ残っていたため、平安京はそれ以後も 「京都」と呼
ばれ、今 日に至っている。当時の京都では、「京洛」 「洛都」 「洛中」などが美称 として使われ
続け、しかも日本各地から京都へ行 くことを 「上洛」あるいは 「入洛」と言い、それが近世、
17世 紀以降の江戸時代(1603-1867年)ま で変らなかった。明治元年(1868年)に 江戸が東
京 と改名 され、翌年に日本の首都 となり、天皇も京都から東京へ居を移 した。 しかし、日本で

















唐の太宗は貞観二十年(646年)に 、自ら大軍を率いて高句麗に親征 したが、向こうの守 り
はかたく、しぶとい抵抗を前に勝利をおさめることが出来なかった。 この間、百済の義慈王は
高句麗 との連帯をさらに強め、機に乗 じ新羅の多くの都市や町を侵攻す るとともに、今までの
方針をひるがえして、中国に対抗する態度をあからさまにした。 したがって、唐はまず百済を
滅ぼして高句麗の孤立化をはかろ うとい う目論見を立てた。高宗の顕慶五年(660年)三 月、
唐の将軍蘇定方は海軍を率いて熊津江口にせま り、新羅の武烈王(金 春秋)も また、陸軍を率
いてこれに加わった。同年八月に百済の首都泗批(現 在の忠清南道、扶餘の地にあたる)は あっ
けなく陥落 して しまい、義慈王は捕 らえられた。これに対 し、倭国は義慈王の子豊璋を支持す
るため、海軍の船団を派遣 して救援 に赴いたが、 白村江で敗北を喫 して退いた。 乾封元年
(666年)九 月、高句麗に発生 した内乱に乗 じた唐の高宗は、軍隊を発動 し、文武王が派遣し
た新羅軍と共同戦線 を組んで、乾封三年(668年)に は高句麗の首都長安城(現 在の平壌の市
街地にあった)を 陥落させ、宝蔵王をとりこにした。ここにいたって、百済の後に続いて高句




唐軍 と衝突す るにいたった。新羅の対唐戦争は、文武王十六年(676年)ま でつづいていた。
その結果、唐の勢力は朝鮮半島から撤退 しなければならなくなった。このように、殆 ど半島全




十二年(101年)に 月城 という王宮を金城の東南に造 り、そこに移った。 これらの伝説はその
まま信じられないと思 うが、招知麻立干九年(487年)七 月に 「月城 を葺き」、翌年正月に明




たに違いない。池を 「海」とみたて、それに臨む宮殿は 「臨海殿」とい う。『三国史記』孝昭
王六年(697年)九 月条に 「群臣を臨海殿 に宴す」 とあるのはその初見だが、創建の時期は雁
鴨池を造ってか ら遠 くもない頃であったろう。雁鴨池 という名は後代のもので、その本名が
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厂月池」であった と研究者たちは 『三国史記』職官志記載中の 「月池典」や 「月池嶽典」など
東宮の官名を参照して、推定 した。1975年 から1976年 に、雁鴨池の発掘調査は行われ、多大
の収穫をあげた。
前にも述べたように、高宗の竜朔二年(662年)、 唐長安城の北東部に大明宮とい う新 しい















『三国史記』によれば、月城は 厂王の住まわれる城」 として 「在城」 とい う別名があ り、8
世紀以降の時期にもひきつづき王宮がここに置かれ、遺跡から発見 された瓦片に 「在城」の銘
文もある。文武王十九年(679年)に 創造 した東宮が雁鴨池 ・臨海殿の宮殿を指すとい うこと
は、発掘出土の木簡や墨書銘の土器に見える 「洗宅」、「竜王(典)」 などの東宮の職官名によっ
て証明された。雁鴨池の本名が 「月池」であるから、東宮の 「.月池宮」 とい う別名も 『三国史
記』の記載に見られる。北宮 とい う宮殿名 は 『三国遺事』恵恭王(765～780年)条 に記 され
ているが、『三国史記』では 「王庭」とも称 している。1939年 に発掘調査した城東洞遺跡は、
月城の真北に位置し、遺構や遺物から見れば、北宮の遺跡である可能性が高い と研究者たちは
強調 している。
周知のように、真徳王三年(649年)新 羅は唐の衣冠を採用 し、翌四年(650年)に また唐
の 「永徽」(650～655年)と い う年号を使用すると 『三国史記』の本紀に記 している。考古学
者の発掘調査では、慶州市将軍路第1号 墳、蔚州郡華山里第34号 墳、釜山市華明堂第3号 墳、








てもよ く証 明されたので ある。そ
して7世 紀後期か ら始ま った宮殿
の創建 、都城の改造 も唐律令の受
容 の一環 と して、唐の京 師長安へ
の模倣 は当 り前だ と考 えられ る。
『三 国遺事』 によれば、新羅全
盛 の時、都 の 中に 「178936戸 、
1360坊 、55里 、35金 入 宅(富 潤
大宅)」 が あった。 これ は巻第一
の辰 韓条 に見 られ る記載 だが、そ
の次の 「四節遊 宅」の くだ りに明
示 して い る よ うに、 実 は憲 康王
(875-886年)在 位期 間 を含 む8
世紀初めか ら9世 紀末 にいたる統
一新羅 時代 の状況 にっ いての記述
であ る。特 にその巻第五 の念佛師
条の 「360坊 、17万 戸」 とあるの
は 確 か に8世 紀 中i葉 の 景 徳 王
(742-765年)時 期 の実 況 に関す
る記述 なのである。 もちろん、い
くら全 盛 の ときで あっ て も、18
万 に近 い戸数が明 らか に誇張 した
数字 に他 な らないが、 「1360坊 」
は 「360坊 」 の誤 記で あ り、むや
み に捏 造 した もの ではない。 『三
図三 尹武炳による慶州の王京プランの復原
(佐藤興治によって一部加筆されたもの)
国史記』地理志に大昔の疑わ しい始祖赫居世時期の情況 として記された 「35里」の数字 と比
べて、『三国遺事』の 「55里」と言 う数字は決 して信憑性に乏しいものではない。
要するに、統一新羅時代における慶州の都全域は、まず55里 に分けられ、 さらに細かく360
坊に分けられていたと認められる。「里」は日本の平城京などの都にある 「坊」に相当し、「坊」
は平城京の 「坊」の中に細かく区画 された 「町」あるいは 「坪」に相当するのである。ここに
引用する 厂慶州の王京プランの復原」 とい う図を参照すると、360坊 と言いながら、月城の王
宮 ・月池の東宮、それにその後創建 した新宮である北宮(城 東洞遺跡)が 占める面積を除くと、
復原 された方格の地割は約330あ り、これ らは即 ち 「坊」である。55里 は330坊 に分けられ、
里 ごとに6坊 を含んでいた筈である。また、この復原図か ら見れば、「坊」の平面の形が正方
形であるのに対 し、「里」の平面の形は東西に横長の長方形にな り、長さと幅の比率は3:2
である。このように、仮に 「南北大路」の東側と西側の京域がそれぞれ 「左京」 ・ 「右京」と
呼ばれるならば、左京の幅はただ2里 の長さに相当するが、右京の幅は倍増 して4里 の長さに
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唐長安城および洛陽城と東アジアの都城






く必要もなかった といえる。それにも拘わらず、 日本の平城京 ・平安京 と同様に慶州の都は
「都城」と呼ぶべきものである。
【要旨】
7世 紀90年 代に建設 された日本の藤原京は、後の8世 紀の平城京ならびに8世 紀90年 代以降の平安京 と
同じく、中国の唐時代(618～907年)の 都長安城および洛陽城を模倣 して形作られたものであり、北i魏
王朝(386～534年)の 都洛陽への模倣ではない。
開皇二年(582年)隋 の文帝は、前漢時代以来の歴代の都だった長安の東南方に新 しく 「大興」とい う
都城を造営して、京師 と称 した。大業元年(605年)隋 の煬帝は、久 しく打ち捨てられていた北魏の洛陽
















新羅の都城は、一貫 して現在の慶州市にあった。 「統一新羅」(676～935年)を 創立 した文武王はその





7世 紀40年 代の真徳王の時から70年 代以降の統一新羅の時代に至るまで、衣冠や年号の採用などに代表
される唐律令の受容は歴史書の記載だけではなく、考古学の発掘調査によってもよく証明された。そして
7世 紀後期から始まった宮殿の創建、都城の改造も唐律令の受容の一環として、唐の京師長安城への模倣
は当たり前だと考えられる。
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